













































































































































子 ─ 環境 ─ 病気の因果関係を明らかにすることを試みている。
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285第五部　東北大学大学院医学系研究科の取り組み
　東北地方を舞台にした世界最先端研究の試みとして、次世代型
生命医療情報（臨床情報も含む）システムを構築し、今回の震災
の被災地区において最先端の医療を展開すること、新しいタイプ
の複合バイオバンクを構築して全世界に成果を発信すること、こ
のような活動を推進できる人材育成プログラムを整備すること、
に挑戦することを企画した。私たちは、この計画を東北メディカ
ル・メガバンク構想として、推進しようと考えている。これにより、
被災地の医療復興にとどまらず、先進的ゲノム医療の実現、産学
連携による産業と雇用の創出を成し遂げたい。
　この事業の中で、各関連組織と連携して、高度電子診療ネット
ワークを立ち上げ、診療情報共有システム、および、医療データ
ベースネットワークを構築したい。データ・フォーマットの標準
化を強制するのではなく、特色ある地域性、病院・組織の個性、
診療科の独自性も活かすことのできる、きめこまやかな診療情報
共有体制の構築を目指したい。同時に、精度の高い多疾患・多方
向・広域・長年にわたる集団の医療データを連結可能匿名化した
状態で集約し、遺伝情報とリンクさせてメディカル・メガバンク
の一翼となる医療データベースネットワーク構築を行う。
　これらのシステムの整備により、医療資源を有効に使い、エビ
デンスを構築し、ゲノム情報との連関を科学的に構築していくこ
とが可能となる。これは、研修医の養成、指導医の育成にとって
も重要な側面をもち、都市部に集中しがちな医療従事者が情報
ネットワークの中核病院を起点に、周辺地域にも不安なく勤務す
ることが可能となる。これにより、地域社会の安心感が高まり、
地域社会の再生が始まるものと期待される。
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7　東北地方の産業復興に向けて
　ここまでに記述した各取り組みは、これまで本研究科が取り組
んできた、アカデミア発創薬の試みやトランスレーショナルセン
ターの事業と良く呼応している。私たちは、地域医療の復興に貢
献するとともに、東北地方の復興に医療産業の面から貢献できる
のではないかと考えている。今後も、なお一層の努力をしたい。
